
1 

環境にやさしい暮らし円卓会議 
ライフスタイル分科会について 

資料１ 

第2回 環境にやさしい暮らし円卓会議 
2011年11月8日 

合同会議及び円卓会議の推進体制 

ライフスタイル分科会について 

現状と課題 

これまでの取組み 

ライフスタイル分科会での検討内容について 
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１．合同会議及び円卓会議の推進体制 

「環境モデル都市推進委員会・環境モデル都市推進本部・専門委員」合同会議 

環境モデル都市 
推進委員会（市民） 

環境モデル都市 
推進本部（市役所） 

専門委員 

ゼロ・ウエイスト 
円卓会議 

環境にやさしい 
暮らし 
円卓会議 

観光と公共交通 
円卓会議 

エネルギーと産業 
円卓会議 

環境大学 
環境学習 
円卓会議 

都市・交通 
観光活性化 

５つの円卓会議 

中心市街
地活性化 

環境金融 

ライフ 
スタイル 

【各円卓会議の構成メンバー】 
 ○環境モデル都市推進委員 
 ○関係団体代表者 
 ○一般公募 
 ○有識者委員 

みなまた環境まちづくり推進事業体制図 
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★総合計画や環境モデル都市行動計画に対する具体的事項の反映 

★各円卓会議の活動・プロジェクト案件に対する審議、助言 

★３回開催 

★具体化に向け検討を開始するプロジェクトの選定 

★選定したプロジェクトの実現可能性検討、実現方策の検討、プロジェクト立案 

★各５回開催の予定 

★テーマによっては円卓会議内に分科会を設置 



環境にやさしい暮らし円卓会議 

水俣独自の環境ISOの推進 地産地消の推進・食の安全 

ISOのまちづくり円卓会議 食と農と暮らしの円卓会議 

地域丸ごとISOのまちづくり 

新・家庭版ISO（みなまたエコ
ダイアリー）の検討 

菜の花プロジェクト 
ご当地アイスクリームづくり 
食育の推進 
地産地消の推進 

 環境モデル都市推進委員会における『ISOのまちづくり円卓会議』と『食と農と暮らし円卓会議』を合併し、
『環境にやさしい暮らし円卓会議』を新たに設置 

 円卓会議のテーマとして、日々の暮らしにおける環境負荷削減のための「ライフスタイル分科会」と地域
の環境配慮を促進するための「環境金融分科会」を設定 

ライフスタイル分科会 環境金融分科会 
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２．環境にやさしい暮らし円卓会議について 



 ライフスタイル分科会では、環境にやさしい暮らしを実現するために、日々の暮らしにおける環境負荷低
減や安全・安心に関して、生活者の目線で実現可能な施策の検討を行う 

 昨年までの円卓会議での検討や、現状の様々な取組みを生かし、水俣ならではの「豊かな暮らし」と「地
域の活性化」の実現を目標とする 

 主に検討する分野としては、『家庭の省エネ』と『第一次産業と食』を想定するが、交通や環境教育等の
他の円卓会議との連携も視野に入れた議論を行う 

家庭版ISO 

環境配慮住宅 

ISOのまちづくり 

地産地消 

食育の推進 

第一次産業の活性化 

「豊かな暮らし」 

「地域の活性化」 

の実現 

暮らしの省エネ 第一次産業と食 

持続可能 

楽しく継続 

安全・安心 

低炭素・ 

低環境負荷 
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３．ライフスタイル分科会について 



 水俣市では人口、就業者ともに減尐している。 

 人口の減尐は消費においては卸・小売業等の域内市場産業の規模を縮小させ、生産においては労働
力供給の規模を縮小している。 

 年齢階層別の人口変化を見ると、年尐人口及び生産年齢人口が大幅に減尐しており、老年人口が大幅
に増加している。このまま推移すると、年尐人口の減尐によって生産年齢人口もさらに減尐していく。 

 生産年齢人口の減尐は労働需要面からみると、「雇用」の減尐によるものと考えられ、水俣市の生産量
の増加により、「雇用」を拡大し、市外からの生産年齢人口の流入を増加させる必要がある。 
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４．現状と課題（人口の推移） 

みなまた環境まちづくり研究会報告書 
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 近年、製造業の就業者が大幅に減
尐している一方で、サービス業（医
療・福祉等）が大幅に伸びている。 

 農林水産業については、1995年から
2000年にかけて大きく減尐している
が、2000年以降は増加傾向にある。 
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４．現状と課題（産業別就業者数） 

みなまた環境まちづくり研究会報告書 

494 520 564 442

4,383 4,635 4,902 5895

872 724 712
500

308 207 249
234

3,159 3,067 2,797
2270

80 74 81 25
1,569 1,711 1,661 1318

3,877 3,567 3,239
2291

1,286 1,226
752

867

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

1990 1995 2000 2005

人

水俣の産業別の就業者数

農林水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業*

公務

16,070 15,830 15,003

13,896

総従業者数

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

水俣 全国

％

就業者数の増減（2000-2005）の寄与度

農林水産業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸・通信業

サービス業*

公務

-7.4%

-2.3%



 水俣市外から稼いでいる産業は農林水産業、製造業、医療・福祉等であり、卸・小売、建設、金融・保険
等の産業の所得が尐ない。 

 医療・福祉産業等で域外マネーを獲得しても市外のロードサイド店での消費も多い。医療・福祉施設の
集客力（医療センターだけで年間20万人以上）が、中心市街地等での消費に結びついておらず、消費の
域外流出を招いている。 

 住民が得た所得が地域金融機関を通じて、市外への貸し出し、国債・金融債の購入に充てられており、
域内への投資（設備投資等）に回っておらず、 投資の域外流出を招いている。 
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４．現状と課題（地域経済循環） 
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みなまた環境まちづくり研究会報告書 



 家庭部門の一次エネルギー消費は、ほぼ購入電力とLPG、石油が占めており、太陽光発電は0.1%と極
めて尐ない。 

 水俣市の家庭部門からのCO2排出量（2008年度）は1.15t-CO2/人と推計されており、全国平均（2008年
度）の1.34t-CO2/人よりは尐ないものの、熊本県平均の1.11t-CO2/人よりも高い水準にあり、一定のCO2
排出量削減のよちがあるものと考えられる。 

 一方、全体のCO2排出量に占める家庭部門の割合は21.5%となっており、熊本県平均や全国平均と比べ
ても大きい。これは、エネルギー消費量の38%を占める産業の電力の大半が、JNC(株)が保有する水力
発電等の再生可能エネルギーで調達されていることに起因している。このため、家庭部門におけるCO2
排出量削減が、水俣市全体のCO2削減に及ぼす影響は大きいと考えられる。 

出典) 温室効果ガスインベントリオフィス、 

熊本県資料より 
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４．現状と課題（家庭のエネルギーとCO2） 
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 水俣市の農家数と農業就業人口はともに著しく減尐傾向にある。経営耕地面積も年々減尐し、耕作放
棄地が拡大している。 

 農産物販売額別に見ると、50万円未満の農家数が大きく減尐している。一方、200～300万円、300万円
以上の販売額の農家では、農家数の大幅な減尐は見られない。 

 農業産出額及び生産農業所得は長期的には減尐傾向にあるが、近年は横ばいで推移している。また、
農業就業人口の減尐が大きいため、一人当たり農業産出額、生産農業所得は近年増加傾向にある。 

 農業就業人口のうち、60歳以上の割合は75％以上、70歳以上でも約50%となり、高齢化が深刻である。 
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４．現状と課題（農業） 
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５．水俣市の将来像（基本理念とイメージ） 

【将来像のイメージ】 

環境意識の高い市民が暮らし、エネルギーや食べ物は地産
地消でまかない、山、川、海、里山の自然環境が守られ、人と
自然環境の共生が進んでいます。 

産業は、環境産業をはじめ、様々な工業が展開され、環境を
学ぶ修学旅行生や視察に訪れた者で、湯の児・湯の鶴温泉
街と商店街は賑わいを取り戻しています。 

ゼロ・ウェイスト宣言のまちとして、ごみ減量、リサイクル、リ
ユース、”もったいないの意識”が市民生活に当たり前に定着
し、地域資源を活かした元気村には若者や都市生活者の移
住が進み、集落やまちに活気が戻っています。 

市民の暮らしについては、高速道路や新幹線が開通し、街中
は自転車、みなくるバスが走り、周辺部には乗り合いタクシー
が運行され、高齢者や障がい者を含む全ての人たちが、域内
を自由に移動することができるなど、生活の質的豊かさを実
感できるまちになっています。 

第5次水俣市総合計画 

人が行きかい、ぬくもりと活力ある 「環境モデル都市」 

1 人と豊かな自然が共生するまち 

2 豊かさと活気を実感できるまち 

3 安全で心安らかに、いきいきと暮らせるまち 

4 郷土の新しい公共を担う人を育てるまち 

5 自立した行政システムと市民参画のまち 

第5次水俣市総合計画より 

【まちづくりの基本理念（抜粋）】 

環境と経済が一体となって発展する、持続可能な地域社会の
構築を目指し、今後さらに、環境モデル都市づくりを強力に推
進していくこととします。 

本市では、環境をまちづくりの中心に据え、生命の尊さ、”もっ
たいない”の気持ち、地域に対する愛着と誇りを大切にすると
ともに、地域の特性を踏まえた産業振興を図ることによって、
「真の豊かさ」を感じることができ、多くの人が交流する、活力
あるまちを、市民協働で築いていきます。 

【基本方針となる５つの政策】 
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５．水俣市の将来像（活性化のコンセプト） 

環境 

環境モデル都市 

ゼロ・ウェイスト 

地産地消 

共生・循環 

もったいないetc. 

活力 

経済・活力 

輝く・活気・元気 

産業振興・活性化 

創造・クリエイションetc. 

コミュニケーション 

人・もやい直し 

人が行きかい・ぬくもり 

地域の絆・交流etc. 

第5次総合計画 

人が行きかい、 

ぬくもりと活力ある 

環境モデル都市 

・ 水俣病の経験から得られた教訓が学問として体
系化され、それが発信される場である 

・ 世界に誇る一流の環境への取組を通じた経済の
発展が実現した地域である 

・ 日本や世界をリードする環境技術、社会システム
が育まれ、産み出される場である 

・ 地域や世界のこれからの環境まちづくりを担う次
世代の人材が育まれ、活躍している 

・ 市民が主体的かつ精力的に環境まちづくりを進
めている 

・ あらゆる市民や水俣に関係する組織・団体が協
働し、心が通い合う環境まちづくりを進めている 

・ 心豊かな公共空間が実現している 

②活力と創造性をもってまちづくりを進め、地域
と世界の次世代を担う若者を育む 

①水俣病の経験から得た教訓を活かし、環境と
経済の持続的な発展・両立を図る 

③あらゆる主体が協力、協働して心通うまちづく
りを進める 

みなまた環境まちづくり研究会報告書より 
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６．これまでの取組 

水俣市ISO環境マネジメント 

 環境マネジメントの国際規格ISO14001を取得 

水俣市独自の環境ISO制度 

 家庭版、学校版ISOの作成 

太陽光発電・熱利用システム補助 
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６．これまでの取組 

みなまたエコハウス 
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６．これまでの取組 

水俣地産地消推進計画 

 地域内での生産・流通を推進する「地産地消」を
地域一体となって推進するために『水俣市地産
地消推進計画』を策定 

地産地消計画 工程表 

みなまた農地バンク推進事業 

 農地の規模拡大や利用促進、休耕地の抑制・解消
を図るため、農地の借り手に推進交付金を交付 
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６．これまでの取組 
ふれあい農園 

 遊休農地解消のため、市民が区画レンタ
ル可能な「ふれあい農園」を市内２ヶ所に
設置 

農業機械利用円滑化制度 

援農ボランティア 

 農繁期の人手確保と農業体験の場作りと
して、農作業などを手伝う援農ボランティ
ア「みなまたアグリ応援志隊」プロジェクト
を実施。 
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７．ライフスタイル分科会での検討内容 
人が行きかい、ぬくもりと活力のある「環境モデル都市」 

エネルギーの地産地消 

“もったいない”の意識 

食べ物の地産地消 

環境意識の高い市民 人と自然環境の共生 

環境産業の振興 

地域資源の活用による集落の活性化 

水俣の将来像（例） 

第5次水俣市総合計画より 

円卓会議での検討内容 

 目指すべき水俣の将来像と
は？ 

 将来像から導かれる中長期
的なコンセプトとは？ 

 目指すべき「豊かさ」や「活性
化」とは？ 

 今年度、どのような事業を実
施するか？ 

 来年度予算に組み込む施策
は？ 

環境観光による地域の活性化 

現状と課題 

人口の減少 産業の衰退 

マネーの域外流出 CO2排出量 

これまでの取組み 

地産地消 地域ISO 

菜の花プロジェクト 農業支援 

将来像に基づくライフスタイル分野の中長期コンセプト検討 

中長期的なコンセプトにつながる短期的施策の検討 
今年度の目標 ①今年度、目玉となる具体的なプロジェクトを計画し、実行に移す 

 ②来年度において実現可能な事業を検討し、予算計上を行う 

【例】暮らしの省エネ・・・『無駄なエネルギーを使わない豊かな暮らしの実現』 

   第一次産業と食・・・『第一次産業の活性化による豊かな食の実現』 

環境 活力 コミュニケーション 
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７．ライフスタイル分科会での検討内容 
人が行きかい、ぬくもりと活力のある「環境モデル都市」 

暮らしの省エネ 第一次産業と食 

中長期 
コンセプト 
（案） 

 住宅用太陽光、高効率機器、水俣エコ住宅などの省エネ
効果を比較し、効率的な省エネ施策へ補助金付与 

 エコダイアリー、モニター調査等による継続的なデータ収集
システムの実証実験 

 収集データに基づく水俣市のエネルギー消費実態の把握
を可能にするシステムの構築 

 交通も含めた地域全体での省エネによる需要側のエネル
ギーマネジメントの検討（交通、エネ産円卓会議とも連携） 

『無駄なエネルギーを使わない豊かな暮らしの実現』 『第一次産業の活性化による豊かな食の実現』 

来年度 
以降の取組 
（案） 

今年度の 
取組（案） 

イベント（環境フェスタ等）での普及啓発活動 

 水俣市内直売所でのイベントやキャンペーンなど、地産
地消を推進する仕組みの構築 

 水俣市における農産物等の流れを把握 
 水俣ブランド構築のためのマーケティング調査、新商品
開発 

 第一次産業の環境負荷低減に向けた研究（環境大学円
卓会議とも連携） 

 エコダイアリーの活用による省エネ方策の検討 
 家庭のエネルギー消費データの収集方策の検討 

 

 地産地消の推進方策の検討 
 水俣ブランドの調査 

 

 イベントでのCO2排出量の見える化（利用する交通機関
のCO2や、自宅の照明の消灯効果も考慮） 

 来夏に向けた省エネコンテストの開催 

 水俣産農産物等を使用した商品の販売や料理コンテ
ストの開催 

 水俣産農産物のCO2排出量の表示（平均との比較） 

 省エネ機器等の普及により、エネルギー消費を大幅に低減
し、地域内で作られた再生可能エネルギーによる地産地消
と質の高い暮らしが実現されている 

 家庭のエネルギー消費が把握され、エネルギーの需給バ
ランスに協力する地域システムが構築されている 

 第一次産業の環境負荷低減と安心・安全への取組みが
進んでおり、水俣ブランドとして全国的に認知されている 

 地産地消が適度に推進されており、第一次産業の活性
化に寄与するとともに、安全・安心でかつ環境負荷の小
さい食が実現されている 

水俣市案 

※上記はあくまで事務局の案（イメージ）です。確定したものではありません。アンケートご記入の際は率直なご意見をご記入ください。 


